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ヒノキ 30 年生林分の間伐試験

一一列状間伐を中心として一一
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Thimling Experiment of 30・year-old J>lantation: of . Chamaecyρaris 

()btusa -ln . refer~nce to line-thinningー

要 旨:東京営林署管内のヒノキ30年生林分で，間伐法を違えた処理を行ない，列状間伐法を中心

lと造林学的な立場から検討した。
間伐前の林分葉量は， ha あたり 13-14 トンであった。また，間伐前 1 年間の林分全候の純生産量

は 14':""'í5 トンと推定された。
間伐処理後 4年間の結果は次のようであった。
列状間伐および中径木間伐は，下層間伐に比較し形質不良木の間伐が十分でなく，また，被圧木が
間伐されないで残る割合が高い。
上層木，中層木l乙対する下層木の肥大成長割合は，下層間伐区が最も高く，列状，無間伐，中径木
間伐区のl碩で低下した。間伐前lζ下層木であった個併の成長は，間伐する乙とにより急激に良くなる
乙とはなかった。
間伐後 4年間の幹増加量，幹材積増加率ともに下層間伐区が最も大きく，ついで中径木，列状，無
間伐区の順であった o ..~. ~ 

列状間伐区は，間伐後 4 年経過した現在も間伐列は閉鎖回復しておらず，林地l乙無駄な空間が生じ
たため成長量が低下じたと考えられる。牛 、 ミ.'

まえかき
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列状間伐法は，従来の間伐法に比較し選木が容易であるばかりでなく，間伐材の集材作業の機械化が可

能で，間伐経費が少なくてすむ6)9)却といわれている。、しかし， 風，雪害などの気象害に対する抵抗力が

低アし12りまた，林地lζむだな空間を生じたり，形質不良木や劣勢木が間伐されないで残るととが考えら

れている。

間伐に関する研究はa 古ぐ:から多くの研究者によって行なわれている。坂口10)は，間伐の歴史的な発展

を整理し， その問題点を明らかにしτ，.保育形式に見合った間伐方法を検討した。久木.・四手井16 >， 只

木17)は，植物の密度と物質生産に関するJ研究を林分の密度管理に取り入れ，、安藤1)はスギ，ヒノキ，カラ

マツ，アカマツで密度管理を検討 L林分密度管理図を作成し，林分密度と直径，樹高，幹材積の関係を明

らかにした。しかし，これらの間伐に関する研究の基本的な考え方には，間伐木を小径木から順次選ぶこ

とが前提と丸ゥており，実用的 l己Pは通常のB種間伐などに対しても十分利用する乙とができるが，間伐木

が小径木lとかすこよらない列状間伐や択伐的間伐に関しては，密度管理図は適用できない。

乙の報告は，間伐前後の林分の質的変化や成長量から，従来の代表的間伐法である乎間伐と，列状間

1974年11月 5 日受理

(1)-(5) .造林部J

• .>1 

戸時
!_1i'_ 

J 



，..-..142 ー 林業試験場研究報告第 272 号

伐，あるいは間伐木による収入増大を目的とする利用可能径級木間伐の造林学的な利害を比較検討するた

めに設けられた間伐試験の中間的報告である。

との研究を進めるにあたり，調査にど協力いただいた東京営林署経営課鈴木正志技官はじめ経営課の各

位，石川県農林部池田亮一氏，それに現地調査の際いろいろ便宜をおはかりいただいた東京営林署浅川製

品事業所の各位に感謝する。

I 試験地の概況

試験地は，東京営林署高尾山，滝の沢国有林 5 林班い小班にある 1940 年植栽の 30 年生ヒノキ林分であ

る。中央線高尾駅より約 3km 北に位置しており，南西から北東に走る小尾根の北西側斜面で海抜高は

350m 程度である。傾斜は 15~20 度，土壌は壌土で土壌型は BD 型である。

下層植生には，ヤブツバキ，アオキ，アラカシ，シロダモなどがみられるが，いずれも樹高は 2~3m

以下である。約 3km 離れた林業試験場浅川実験林での観側によれば， 年平均気温 13.4
0

C，年間降雨量

1, 856 mm である。

乙の林分はJ 植栽後間伐や枝打ちなどの保育作業は行なわれていない。林分密度は， ha あたり 2， 000 本

前後で平均胸高直径 15cm，平均樹高 15m 程度であり，平均樹高からみると関東地方ヒノキ林分収穫表

ゼの 1 等地に相当する。林分内では自然枯死が生じており，やや間伐手おくれ林と考えられる。

E 試験方法

3種類の間伐を実行し，無間伐あるいは各間伐法相互の比較をするため， 1970 年 3 月各 400m2 前後の

試験区を設定 (Fig. 1) した。試験区内の全立木について，胸高部位に印ずけを行なった後胸高直径を測

定した。また，樹高，枝下高については全立木の 1/3 程度を測定した。同 5 月試験区の外周をも含め次の

ような処理を行なった。

P-1 :植列 2 列保残， 1 列間伐の列状間伐(縦列間伐，間伐率は本数，材積とも約 3 割)。

P-2 :無間伐。

P-3 :柱材を目標として，乙の林分の平均直径にあたる 15cm 前後の個体を中心に材積間伐率約 3 割

(営林局署では，乙の方法を利用間伐と称してい

P-l : ~II~・印伐
P-2 :無"
P-3 :中怪本 M
P-4 :下層・

Fig. 1 試験地の配置図

Arrangement of experimental plots. 

P-l: Line thinning P-2: N� thinning 
P-3: Middle thinning P-4: Low thinning 

るが，乙こでは中径木間伐と仮称する)。

P-4 :従来の B 種間伐に準じた下層間伐で，本

数間伐率は約 3 割。

間伐処理を行なうと同時に， P-1 の伐倒木の中

から直径分布の全体にまたがるように 8 本の供試

木を選び，胸高直径，樹高，枝下高，枝下直径，

枝張りなどを測定した後， 1mの層別刈り取り法

により層ごとの幹，枝，葉量を測定した。ヒノキ

は，技と葉の区別が明らかでないので，乙乙では

緑色部を葉とした。幹材積は1mと、とに円板を採

取し，通常の樹幹解析によって求めた。幹，枝，
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葉ともに少量のサンプノレを持ち帰り乾燥した後，乾重率を求め各器官の絶乾重を求めた。との報告では，

重量はすべて絶乾重量でしめした。

E 間伐前後の林分の変化

1.林分の概況

間伐前後の林分概況を Table 1 に示す。間伐前の林分密度は， ha あたり 1 ， 800"-'2 ， 300 本とやや違い

がみられ， P-1 が最も低く， P-2, P-3, P-4 の順に高くなっている。したがって，平均直径は， P-1 が

最も大きく， P-2, P-3, P'-4 の}I買に小さくなりている。平均樹高と ha あたり胸高断面積合計は， 4 試

験区の聞に大きな違いはなかった。

間伐前後の胸高直径の相対度数分布を Fig. 2 にしめす。間伐前は各試験区ともほぼ正規分布に近く，

処理区聞には明らかな差は認められなかった。本数間伐率は P-1 (列状間伐)で 35.7%， Pデ3 (1中径木間

伐〉で 40.6%， P-4 (下層間伐)で 33. 7$ちとなった。間伐後の立木密度は， 間伐前の立木密度の影響も

あって P-4 が 1 ， 502 本と最も高く，ついで P-3 で 1 ， 245，最も低くなったのは P-1 で 1 ， 142 本となっ

た。胸高断面積間伐率は， P-1 (列状間伐)で 31. 4% , P-3 (中径木間伐)で 35.3%， P-4 (下層間伐)

で 20.1% となった。

列状間伐の P-1 は，理論的には本数間伐率と断面積間伐率が等しくなるはずであるが， 現実には列に

よる本数や蓄積の違いがあるため，乙のように差が生じたと考えられる。 P-1 での間伐木は，当然のこと

ながら胸高直径の度数分布lとほぼ比例するように分布した。 P-3 (中径木間伐)は，林分の平均直径に相

Table 1. 間伐前後の林分概況

Experimental plots before and just after thinning 

フ。ロット Plots I P-1 I P-2 I P-3 I P-4 

立木本数 (No.fha) 1, 776 1, 951 2, 097 2, 266 Tree density 
平均胸高直径 (cm) 16.4 15.8 15.2 14.9 間伐前 Mean D. B. H. 

Before 
平均樹高 (m) 15.2 14.9 14.7 14.5 thinning Mean height 

断面積合計(m2fha) 39.5 39.5 39.7 41. 2 
Basal area 
本数 (No.jha) 634 852 764 

Number 
平均胸高直径 (cm) 15.4 14.6 11. 9 間伐木 Mean D.B.H. 

Retmhionvneid ng in 平均樹高 (m) 1.5.0 14.7 12.9 
Mean height 

断面積合計(m2jha) 12.4 14.0 8.3 Basal area 
立木本数 (No.jha) 1, 142 1, 245 1, 502 Tree density 
平均胸高直径 (cm) 17.0 15.6 16.5 間伐後 Mean D.B.H. 

After 
平均樹高 (m) 15.4 14.7 15.3 thinning Mean height 
断面積合計(m2jha) 27.1 25.7 32.9 Basal area 

間伐率 本数 35.7 40. 61 33.7 
oFf ertcheinnntaingz e 

in number 

断面積 31. 4 35. 31 20. 
く%) in basal area 
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図 2 間伐本
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Fig.2 間伐前後の胸高直径の頻度分布

Relative frequency distribution 
of diameter at breast height beｭ
fore and just after thinning. 
Dotted parts show thinned trees 
and open parts show residual 
trees. 




























